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平
安
時
代
に
貴
族
た
ち
は
、
桜
の
木
の
下
で

歌
を
詠
み
、
宴
を
開
い
て
桜
を
愛
で
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
今
の
様
な
春
の
行
事
と
し
て
、

全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
桜
は
昔
か
ら
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
た
花
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

古
来
よ
り
田
の
神
様
は
、
冬
は
山
に
い
て
春

に
な
る
と
里
に
下
り
る
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。
一
説
に
は
「
さ
く
ら
」
の
「
さ
」
は

早
苗
、
早
乙
女
な
ど
と
同
様
に
稲
や
田
の
神
様

を
指
し
ま
す
。
「
く
ら
」
は
、
神
様
が
座
る
場

所
を
意
味
し
ま
す
。
桜
は
、
春
に
里
に
下
り
て

き
た
神
様
が
宿
る
木
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

桜
の
木
の
下
で
神
様
を
迎
え
て
も
て
な
し
、
桜

の
開
花
期
に
種
も
み
を
撒
く
準
備
を
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
花
見
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

こ
の
事
を
思
い
な
が
ら
宴
を
行
い
た
い
で
す
ね
。

３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
菜
の
花
が
咲

く
季
節
に
降
る
雨
の
事
を
「
菜
種
梅
雨
」
と
言

い
ま
す
。
古
く
は
花
を
催
す
雨
「
催
花
雨
」
と

さ

い

か

う

も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
菜
種
梅
雨
が
起
こ
る

理
由
は
、
こ
の
時
期
が
季
節
の
変
わ
り
目
だ
か

ら
で
す
。
南
に
あ
る
初
夏
の
空
気
を
持
つ
高
気

圧
の
勢
力
が
強
ま
っ
て
き
て
も
、
冬
の
冷
た
い

空
気
を
持
つ
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
は
北
の
大
地
に

居
座
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
時
折
勢
力
を

盛
り
返
す
と
、
南
の
高
気
圧
と
ぶ
つ
か
る
と
こ

ろ
に
停
滞
前
線
が
で
き
、
お
も
に
東
日
本
や
西

日
本
の
太
平
洋
側
が
長
雨
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

６
月
頃
の
梅
雨
と
は
違
い
、
雨
の
期
間
は
長
く

て
も
１
週
間
程
度
で
す
。
菜
の
花
が
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
多
少
の
試
練
が
必

要
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。



灌
仏
会
花
祭
り

か

ん

ぶ

つ

え

全
国
交
通
安
全
運
動

犬
飼
橋(

富
岡
市
一
ノ
宮)

４
月
８
日
は
、
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ
た
日
で

す
。
こ
の
仏
事
が
日
本
の
年
中
行
事
に
な
っ
た

の
は
奈
良
時
代
で
す
。
最
初
に
灌
仏
会
が
行
わ

れ
た
の
は
６
０
６
年
、
ま
た
は
８
４
０
年
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
と
と
も
に
釈
迦
尊
の
誕
生
を
祝
う
仏
事

も
広
ま
り
、
や
が
て
寺
院
の
年
中
行
事
に
な
り

ま
し
た
。
釈
迦
尊
の
誕
生
時
に
花
び
ら
と
と
も

に
、
天
の
竜
王
が
産
湯
代
わ
り
に
「
甘
露
の
雨
」

を
降
ら
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

花
で
飾
っ
た
花
御
堂
に
誕
生
仏
を
置
き
、
そ
の

体
に
甘
茶
を
か
け
て
祝
い
ま
す
。
甘
茶
は
霊
水

と
さ
れ
、
参
拝
者
は
誕
生
仏
に
甘
茶
を
灌
い
で

そ
そ

か
ら
持
ち
帰
り
、
家
族
で
飲
む
こ
と
で
息
災
延

命
を
祈
願
し
ま
す
。

富
岡
市
一
ノ
宮
に
犬
飼
橋
が
あ
り
ま
す
。
犬

飼
と
い
う
地
名
は
、
犬
飼
部
と
い
う
人
た
ち
が

い

ぬ

か

い

べ

住
ん
だ
土
地
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
「
犬
飼
」
は
「
犬
養
」
と
同

意
で
す
。
元
々
の
由
来
は
、
古
代
の
朝
廷
に
仕

え
た
職
業
民
の
一
つ
で
あ
る
「
犬
養
部
」
に
出

自
を
持
つ
氏
族
の
姓
名
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
人
々
が
住
ん
だ
土
地
も
そ
う
呼
ば
れ
、
犬

養
部
は
安
閑
天
皇
（
６
世
紀
初
頭
）
の
頃
に
設

置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
犬
養
部
」

は
文
字
通
り
、
犬
を
飼
育
し
、
そ
の
犬
を
自
在

に
操
る
こ
と
を
得
意
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
朝
廷
の
財
物
を
貯
え
た
大
蔵
・
屯
倉
な
ど

み

や

け

の
倉
庫
や
、
数
あ
る
宮
城
諸
門
の
警
備
に
就
い

て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
職
業
民
は
朝

廷
に
直
属
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
６
日
か
ら
１
５
日
ま
で
は
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
運
動

の
重
点
目
標
の
一
つ
は
「
子
供
を
は
じ
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保
」
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

交
通
事
故
死
者
数
全
体
の
う
ち
、
歩
行
者
の
死

者
の
割
合
が
最
も
高
い
か
ら
で
す
。
歩
行
者
側

に
も
横
断
歩
道
外
の
横
断
や
車
両
の
直
前
直
後

の
横
断
等
の
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
の
か
け
が
え
の
な

い
命
を
、
社
会
全
体
で
交
通
事
故
か
ら
守
る
事

が
重
要
で
す
。
入
園
や
入
学
、
進
級
を
迎
え
る

４
月
以
降
に
は
、
幼
児
・
児
童
の
歩
行
中
の
交

通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
道
路

に
於
い
て
子
供
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
安
全
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。



漢
字
読
め
ま
す
か
？

木
蓮

も

く

れ

ん

木
蓮
は
、
中
国
原
産
の
花
で
、
４
月
頃
か
ら
見

頃
を
迎
え
ま
す
。
春
に
な
る
と
、
葉
と
同
時
期
に

紫
紅
色
の
花
が
上
向
き
に
咲
き
ま
す
。
花
が
紫
色

で
あ
る
こ
と
か
ら
紫
木
蓮
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
漢
方
で
「
辛
夷
」
と
呼
ば
れ
る
蕾
を
、

し

ん

い

つ
ぼ
み

頭
痛
や
鼻
炎
の
薬
と
す
る
た
め
に
植
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
近
年
は
、
同
じ
く
中
国
原
産
の
ハ
ク
モ

ク
レ
ン
が
よ
り
広
く
栽
培
さ
れ
ま
す
。
モ
ク
レ
ン

と
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
、
花
色
以
外
も
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
樹
高
２
０
ｍ
に
達
す

る
高
木
で
、
単
幹
で
幹
が
太
く
な
り
ま
す
。
モ
ク

レ
ン
は
樹
高
４
～
５
ｍ
ほ
ど
の
中
高
木
で
、
株
立

ち
に
な
り
や
す
く
、
や
や
横
に
広
が
り
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
開
花
後
に
葉
が
出
る
の
に

対
し
て
、
モ
ク
レ
ン
は
、
開
花
中
に
葉
が
出
て
花

が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
葉
に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ブ
ロ
グ
記
事
紹
介

次
の
漢
字
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

①
公
魚

②
分
葱

③
河
馬

④
熊
猫

⑤
駱
駝

⑥
陽
炎

⑦
長
閑

⑧
団
扇

◎
ド
ア
リ
モ(
玄
関
ド
ア)

工
事

お
客
様
宅
で
玄
関
引
戸
の
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
「
家
の
顔
」
で
あ
る
玄
関
戸
の
交
換
は
、
家

の
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
鍵
が
「
デ
ィ

ン
プ
ル
キ
ー
」
に
変
わ
り
、
防
犯
対
策
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
工
事
が
１
日
で
完
了
し
ま
す
の
で
、

お
客
様
の
予
定
が
立
て
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

営
業
部

安
藤
淳
一

（2月21日掲載記事）

ブログ記事は毎日更新！！

弊
社
の
４
月
の
定
休
日
は
、
次
の
通
り
で
す
。

３
日
（
日
）

１
７
日
（
日
）

２
９
日
（
金
）

ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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解
答

暮らしの癒し

●○●○●○●○●○●○●○●○●

～ 春に寄す ～

春は気分がウキウキしてきます

ね。音楽でも春を題材にした名曲

が数多くあります。エドヴァルド

・グリーグの「春に寄す」は自然

の美しい情景が目に浮かぶような

名曲の一つとして有名です。グリ

ーグがデンマークへ旅行中、ホー

ムシックになりました。祖国ノル

ウェーの美しく雄大な自然を讃え

るべく作曲したピアノ曲集「抒情

小曲集」第3集（作品43）第6曲。

春の息吹と自然の美しい情景が目

に浮かぶような綺麗な作品です。

①
わ
か
さ
ぎ

(

公
魚)

②
わ
け
ぎ(

分
葱)

③
カ
バ(

河
馬)

④
パ
ン
ダ(

熊
猫)

⑤
ラ
ク
ダ(

駱
駝)

⑥
か
げ
ろ
う
・
よ

う
え
ん(

陽
炎)

⑦
の
ど
か(

長
閑)

⑧
う
ち
わ(

団
扇)

１
９
２
１
年
４
月
１
１
日
に
、
「
メ

ー

ト

ル

法

」

を

法

制

定

し

た

「

度

量

衡
法
（
ど
り
ょ
う
こ
う
ほ
う
）
」
が
公

布

さ

れ

、

こ

の

日

を

メ

ー

ト

ル

法

公

布

記

念

日

と

し

ま

し

た

。

そ

れ

ま

で

の
長

さ

の
単

位
「

尺
（

し
ゃ

く

）
」
、

質
量
の
単
位
「
貫
（
か
ん
）
」
を
基
準

と

す

る

「

尺

貫

法

（

し

ゃ

っ

か

ん

ほ

う
）
」
な
ど
か
ら
、
長
さ
の
単
位
に
「
メ

ー
ト
ル
」
、
質
量
の
単
位
に
「
キ
ロ
グ

ラ

ム

」

を

基

準

と

す

る

「

メ

ー

ト

ル

法
」
に
一
本
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
根
強
い
反
対
運
動

に
よ
り
、
施
行
は
無
期
延
期
と
な
り

ま
し
た
。
「
メ
ー
ト
ル
法
」
へ
の
完
全

移
行
は
、
１
９
５
２
年
に
「
度
量
衡

法
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
「
計
量

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う

や
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日

求人募集!!
営業職・現場監督
詳しくは下記までご連絡
ください。ご連絡お待ち
しております。

0274-67-2721
（担当：都丸）


